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２ 第２次厚木市教育振興基本計画策定方針について 

検討を始めるに当たり、厚木市教育委員会から次のような第２次厚木市教育振 

興基本計画策定方針が提示されました。 

 

(1) 策定の背景 

  現在の厚木市教育振興基本計画の計画期間が令和２年度をもって満了を迎える

ことから、第10次厚木市総合計画と連携した新しい時代にふさわしい計画として、

令和３年度を始期とする第２次厚木市教育振興基本計画を策定するものです。 

  なお、教育振興基本計画の策定については、教育基本法第17条第２項において「地

方公共団体は、国の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体にお

ける教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければな

らない。」と定められているものです。 

 

(2) 計画期間 

  令和３年度から令和14年度まで 

 

(3) 計画の構成 

   「基本理念・基本目標」は長期的に取り組む必要があるため12年間、社会状況の

変化に対応するため中期的に取り組む「基本方針」については６年間、実際に実施

する事業の計画「実施計画」については３年ごとの計画とします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

(4) 計画策定に当たる考え方  

  策定に当たっては、現在の計画の成果と課題を検証するとともに、社会状況の変

化や第10次厚木市総合計画等との関連性に留意して検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

成果と課題の検証 

・方針ごとの主な成果 
・点検評価 
・児童・生徒数将来推計 
・市民満足度調査 

社会状況の変化 

・人口減少・高齢化の進展 
・技術革新 
・グローバル化の進展 
・子どもの貧困 

他計画等との関連性 

・国の教育振興基本計画 
・第 10 次厚木市総合計画 
・教育大綱 
・公共施設最適化基本計画 

検討を進める考え方 

基本方針（６年） 基本方針（６年） 

実施計画（３年） 

令和３～５年度 令和６～８年度 令和 12～14 年度 令和９～11 年度 

実施計画（３年） 実施計画（３年） 実施計画（３年） 

基本理念・基本目標（12 年）  
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(5) 計画策定に当たって主に配慮すべき視点 

  本市で暮らし、そして学ぶ子どもたちが、社会の多様な変化を受け止め、生き抜

く力を身に付けることができるように、次の視点に配慮し、検討を進めます。 

ア 生涯学び、活躍できる環境を整える 

「人生100年時代」の到来に向け、仕事・家庭・地域において、誰もが生涯に 

  わたり活躍できるよう、社会教育の視点から、学び続け、学んだことをいかせる 

環境を整える必要があります。 

イ 自己肯定感・自己有用感の育成 

夢と志を持って自分の可能性に挑戦するための礎となるよう、子どものころか

ら（道徳教育などを通して）、「自己肯定感」や「自己有用感」を高める必要があ

ります。 

ウ 子どもを守る 

   子どもを取り巻く環境の悪化（いじめ問題、貧困、児童虐待、ＳＮＳによるト

ラブルなど）を防止し、大人が責任を持って、未来を担う子どもたちを守る必要

があります。 

エ 地域と学校の連携・協働 

コミュニティ・スクールを始めとした地域と学校の連携・協働を推進するとと

もに、市内５大学や企業等の協力を得ることにより、子どもたちの成長をしっか

りと見守る必要があります。 

オ 新しい時代の教育 

グローバル化、ＩＣＴ化などに対応できる教育環境の整備や持続可能な開発の 

ための教育（ＥＳＤ）を推進し、社会の持続的な発展に寄与できる人材を育成す 

る必要があります。 

 

(6) 第２次厚木市教育振興基本計画策定委員会の設置 

「基本理念・基本目標」及び「基本方針」の案を策定するため、第２次厚木市教 

育振興基本計画策定委員会を設置します。委員は、幅広い分野から意見を聴くため 

に、公募市民、学校教育・社会教育・家庭教育に携わっている関係者、学識経験者、 

保護者で構成します。 

   

(7) 策定スケジュール 

市民参加については、「基本構想、基本計画等の策定等」に該当するため、パブリ 

ックコメント及びパブリックコメント以外の市民参加の手法二つの合わせて三つ

以上の参加手続の実施が必要となります。 

令和元年９月  第２次厚木市教育振興基本計画策定委員会を設置・諮問 

  令和２年３月  答申 

  令和２年５月  意見交換会実施 

  令和２年10月  パブリックコメント実施 

  令和３年１月  計画策定 
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３ 第２次厚木市教育振興基本計画の構成について  

 第２次厚木市教育振興基本計画を構成する基本理念、基本目標、基本方針、計画を支える重点的な取組について、次のとおり提案します。 

 

［基本理念］    ［基本目標］       ［基本方針］       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［計画を支える重点的な取組］ 

 

 

 

 

未 

来 

を 

担 

う 

人 

づ 

く 

り 

【挑戦】 

自ら学び、鍛え、未

来を拓き、夢や可能

性に挑み続ける力の

育成      

【共生】 

自他の命や豊かな感

性、多様性を大切に

しながら共に生きて

いく力の育成     

【創造】 

変化する社会に自ら

進んで関わり、多様

な人々と協働してよ

り良い社会を創る力

の育成 

１ 自立につながる生きる力の育成 
未来の担い手となるために「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバラ

ンス良く育み、心豊かにたくましく生きる力を培います。 

２ 子どもたちを育てる支援体制の充実 
教職員が子どもたちと向き合う時間の確保に取り組み、教職員が自信とゆと

りを持って子どもたちの指導に当たれるよう支援します。 

４ 安心して共に学べる教育の推進 
人権や多様性の大切さを学ぶとともに、誰もが安心して自分の可能性や個性

を伸ばせる教育を推進します。 

３ 安全な教育環境の整備 
地域をつくる人々と共に安全な環境づくりに取り組み、子どもたちが快適に

学べる質の高い学習環境をつくります。 

５ 家庭・地域・学校の協働の推進 
家庭・地域・学校のつながりを深め、協働して地域の宝である子どもたちを

育みます。 

６ 地域主体で取り組む社会教育の振興 特色ある公民館活動や地域活動による住民同士の学び合いなどを通して、豊

かな地域づくりと担い手づくりを推進します。 

７ 地域文化の振興と自主的な学びの支援 

８ スポーツ活動の推進 

ふるさと厚木の自然や歴史、文化に触れて郷土愛を育むとともに、生涯にわ

たって学べる機会の充実を図ります。 

【安心】 

誰もが安全に安心して学び、自分の力を発

揮できる環境づくりの推進 

【協働】 

家庭・地域・学校の協働による特色ある学

校づくりと地域づくりの推進 

いつまでもいきいきと運動できる環境を整備し、スポーツ・レクリエーショ

ン活動の充実を通じて活力ある地域づくりを推進します。 
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４ 基本理念、基本目標、計画を支える重点的な取組 

「第２次厚木市教育振興基本計画の構成について」で示した基本理念、基本目標、

計画を支える重点的な取組、基本方針は、次のような考え方で案を作成しました。 

（１）基本理念 

現計画の「未来を担う人づくり」を継承します。 

 教育基本法では、教育の目的を「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社

会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成」と定めており、

厚木市教育振興基本計画の基本理念は、この普遍的な教育の目的を表したものである

といえます。また、国の第３期教育振興基本計画や新学習指導要領、かながわ教育ビ

ジョンにおいても、変化の激しい予測困難な時代が到来する中、持続可能な社会や未

来の地域の担い手を育成していく必要性が謳われており、国・県が示す方針などとも

合致しています。 

基本理念は、教育のあるべき姿を表わすものです。社会がいかに変化しようとも、

自分の夢や可能性に挑戦し、多様性を尊重しながら、様々な人々と協働してより良い

社会を創る、その担い手を育成するため、第２次厚木市教育振興基本計画においても、

「未来を担う人づくり」を基本理念に掲げます。 

   

（２）基本目標 

基本理念の実現に向け、未来を担う人として持っていてほしい力、育てていきたい

力を「挑戦」「共生」「創造」のキーワードで表し、基本目標としました。時代や社会が

激しく変化していくことが予想される令和３年度からの 12 年間、特に力を入れてほし

い、市民の皆様に強調して伝えたいことを掲げ、教職員や市職員を始め、地域・保護者

の皆様、子どもたちにも分かりやすい表現としました。 

「挑戦」は自分のこと、「共生」は他者との関係、「創造」は社会全体との関わりを

示しており、それぞれ「自分づくり」、「仲間づくり」、「社会づくり」とも捉えること

ができます。子どもの頃は自分づくりが中心となりますが、成長するにつれて人や社

会との関わりは広がっていきます。そして、「自分づくり」においては、夢に向かって

たくましく挑戦し続けること、「仲間づくり」においては、多様性を尊重すること、「社

会づくり」においては、主体的に社会に関わることに重点を置いています。 

 

【挑戦】自ら学び、鍛え、未来を拓
ひら

き、夢や可能性に挑み続ける力の育成 

 

これからの社会は、Society 5.0 に代表される産業構造や、人々の働き方・ライフス

タイルの変化など、激動の時代が予想されます。子どもも大人も、そうした時代を豊

かに生き抜くためには、自らを律して困難に立ち向かい、追い求める夢や目標の実現
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に向けて粘り強く挑み続けることが求められています。 
そのために必要な教育は、自分自身を磨いて生きる力を身に付けるとともに、身に

付けたことをいかしていく力を育むことです。グローバル化、AI やビッグデータ等の

技術革新、超スマート社会（Society5.0）などに対応できる教育環境の整備や、持続可

能な開発のための教育（ＥＳＤ）の推進など、未来を切り拓いていくために必要な新

しい時代の教育も取り入れていくほか、人生 100 年時代の到来に向けて、いつまでも

学び、活躍できるよう、多様なニーズに対応できる環境を整えていくことが必要です。 
 

【共生】自他の命や豊かな感性、多様性を大切にしながら共に生きていく力の育成 

 

誰もが社会の一員として認められる共生社会を創るためには、尊い命や人権を大切

にし、それぞれが持つ感性を働かせながら共に生きていく豊かな心を育むことが求め

られます。つまり、自分で未来を切り拓くと同時に、自分を尊重することと同じくら

いに他者を思いやる気持ち、違いや多様な個性を尊重し合う気持ちが必要です。 
子どもの頃から、豊かな自然や文化に触れて感性を高め、家庭や学校、地域社会な

ど、自分らしさや多様性が認め合える環境の中で安心して生活や学習をすることで、

自分の可能性に挑戦する礎となる「自己肯定感」や「自己有用感」を高めます。さら

に、豊かな心を育む道徳教育や人権教育を推進し、一人一人が大切にされる、自分ら

しく生きていける、誰もが生きる意味を見出せる社会づくり、まちづくりにつなげて

いくことが必要です。 

 

【創造】変化する社会に自ら進んで関わり、多様な人々と協働してより良い社会を

創る力の育成 

 

情報化や科学技術の進展、人口減少、少子高齢化、地球温暖化、災害の多発など、

社会や環境が大きく変化する中、持続可能な社会を創る必要性が叫ばれています。今

あるものをどのように変え、どのように良くしていくかが重要ですが、変えていくた

めには、新しく柔軟な考え方を生み出す必要があります。新たな考えを多様な人々と

共有し、協働しながら課題を解決していくことが、より良い社会の創造につながりま

す。そのためには、多くの人々が変化する社会に主体的に参加する、関わることが重

要で、そこで協力し合って行動することで、社会づくりへの意識は更に高まっていき

ます。 
より良い社会づくりのためには、より良い家庭づくり、学校づくり、地域づくりが

欠かせません。コミュニティ・スクールを始めとした家庭、地域、学校が協働した活動

を推進するとともに、市内の大学や企業等の協力を得た学校づくり、地域づくり、地

域ぐるみによる家庭教育支援の充実などが求められます。また、新しい社会や地域の

在り方を考え、共に学び、学んだことをいかせる環境を整えるとともに、地域活動や

スポーツ・文化活動などを通じたつながりをいかすことで、新しい社会を創る人材を
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育成することが必要です。 

 

（３）計画を支える重点的な取組 

計画の検討を進める中で、基本理念、基本目標を実現するために欠かせないものが

あることを再確認しました。「安心」と「協働」です。これらは、今までも力を入れ

てきた厚木の特徴ともいえる取組ですが、教育施策を実施していく上では無くては

ならないものであり、今後も更に強化していくべきと考え、計画を支える重点的な取

組として、計画に位置付けるものとしました。 

 

【安心】誰もが安全に安心して学び、自分の力を発揮できる環境づくりの推進 

 

近年、いじめや子どもの貧困、児童虐待など、深刻な課題や事件が発生しています。

市では、インターナショナルセーフスクールや子どもの見守り活動といった安心・安

全に関する取組を市民協働で展開していますが、新計画では、安全で安心できる環境

があってこその教育であることを改めて明記すべきと考えました。家庭や学校はもち

ろん、地域社会も含めた学びの場・生活の場が居心地の良い場所であることが子ども

たちの健やかな成長に欠かせません。 

また、安心を保障するということには、様々な意味があります。教育施設の安全性

の保障や、学びのセーフティーネットといった教育機会の保障のほか、「自分らしくい

られることを保障する」という意味や、子どもたちが何を実現できるようになったか

という学力の到達度など、一人一人に光を当てた様々な安心を保障することも求めら

れています。 
  

【協働】家庭・地域・学校の協働による特色ある学校づくりと地域づくりの推進 

 

厚木市においては、全ての取組に「市民協働」が欠かせないキーワードとなってい

ます。厚木市の大きな特徴であり、社会の持続可能な発展のためには、今後、更に大切

になってくるものです。 

コミュニティ・スクールについては、家庭、地域、学校が教育ビジョンや学校課題

を共有し、共に知恵を出し合いながら、より一層協働して学校づくりを進めていくこ

とが必要です。学校教育と社会教育の壁をなくして連携を深め、既にある環境やつな

がりを活用して様々なネットワークづくりを進めていくことが求められています。 

また、厚木市のように高校や大学が多く立地する都市は、県内でも多くはありませ

ん。恵まれた環境をいかして、多様な人々との協働や学び合いを進めることができれ

ば、より豊かな考えが生まれ、より良い学校や地域、社会を創造していくことにつな

がります。 
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５ 基本方針に対する委員の意見 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇「確かな学力」を身に付ける上では、ただ知るだけでなく、できなかったことがで

きるようになるという点が重要。今の子どもたちは昔に比べて原体験があまりに少な

く、視聴覚メディアを通した膨大な情報に接するだけで分かったつもりになっている。

今の子どもたちが直面している問題であり、これから国際社会で外国の人と関わって

いくうちに、こうした弱点が露呈していくことが懸念される。これに対応できる教育

が必要となる。 
 
〇厚木のまちには、農業や物流の拠点といった教材はたくさんある。こうした環境を

いかして、教師も子どもも親も一緒に学べれば、たくましい子どもが育つ。今の子ど

もたちに足りないのは、知恵や知識ではなく、たくましさ。これには、親も教師も子

どもに失敗をさせないようにしていることが大きく関係している。今は、グローバリ

ズムと言われているが、グローバル化しているのは一部の人だけであり、現実は二極

化している。グローバリズムと地域の教材を活用したローカリズムを合わせて推進す

べき。 
 
〇従来の教育では主権者意識を育むことが希薄になっている。憲法にあるように日本

は主権在民であり、国民が社会や国家をつくっていくものである。そのためには、一

人一人がよく考え、よく学び、良い選択をできる資質を培うことが大切であることか

ら、主権者教育により力を入れる必要がある。 
 
〇今後は、社会や働き方の変化が激しくなる中で、育むべき「豊かな心」には、激動

の時代の中での感受性、環境や社会の変化に対する関心という意味も含めて考えるべ

き。操られない国民になるという主権者意識の問題にもつながる。 
 
〇人任せ主義あるいは依存主義ではなく、まずは自分が中心となって自ら行動してい

かなければならないという主権者意識を、子どもたちを始めとする厚木市民に育んで

もらうべき。 
 

基本方針１ 

自立につながる生きる力の育成 
未来の担い手となるために「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバランス良く

育み、心豊かにたくましく生きる力を培います。 
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〇今は、親が子どもを囲い込んでしまい、時間の使い方まで決めてしまっているため、

子どもたちの弱体化を招いている。子どもは反発する力もなく、逆に従っている子は

いい子となっている。鍛える機会、失敗する機会が奪われていることで、子どもの弱

体化という問題が発生している。今後は、メディアのますますの発達により、弱体化

の危険性は増していくので、教育においてその対策を考えなければならない。 

 

〇今の子どもは、辞書で調べる方がより覚えられるにもかかわらず、スマートフォン

で調べていることが多い。インターネットは簡単に答えを教えてくれるため、子ども

が自分自身で考える機会が失われている。自分で考えて答えを出していく力を身に付

けていくべき。 
 
〇これからのグローバリズムが進む時代に必要な人材は、くじけず挑み続けられる人。

環境が変化する中でも、したたかにチャレンジし続けることができる人材の育成が求

められている。 
 
〇子どもたちは、より良い学校教育を受けることで、きちんと社会を見つめて、より

良い社会を創り、未来を担う人になる。学校教育を充実させることは、より良い社会

を創っていくことにつながる。 
 
〇１割の不登校傾向があり、学力の二極化を招いている現状がある中、これを解決す

るには、学校教育の枠組みだけではできないと思われる。厚木市にはアミューあつぎ

や図書館、博物館、子ども科学館など、立派な社会教育施設があるので、学校教育と

連携してもっと使っていくべき。 
 
〇教育の目的は、言語能力などのベーシックな力を身に付けて、社会に参加できるよ

うになることであるが、これからの社会を見つめると、学び方を身に付けることこそ

が大切となる。学校を終えて社会に出ても個性を発揮し、一生かけて人生を充実させ

ていくためには、そうした主体的な力を鍛えることが重要となる。今までは、これだ

けを学べば一生通用するというものがあったが、これからは社会が激変するため、学

校で学んだことの中には、すぐに陳腐化してしまうものもある。このため、学び続け

ること、学び直しは一生しなければならず、そういう生き方、コミットの仕方を培う

ことが求められている。特に、学校では子どもたちの言語能力、読解力、集中力、思

考力を鍛えた上で、さらに知識を活用する教育、主体的に学べる人をつくる教育をし

てほしい。 
 
〇デジタル化により社会は急速に発展しているが、デジタルは１とゼロの二つの価値

であらゆる情報を押さえていく技術であることを認識すると同時に、情報機器を使い

こなせることも必要となる。また、情報収集、分析、考察、プレゼンテーションなど
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の一連の能動的な学びに、情報活用能力は欠かせないが、現実には、大きな情報格差

が発生している。その格差ができるだけ生じないように、全ての人が使いこなせるよ

うになることを目指すべきであるため、情報メディア活用教育を取り入れるべき。 
 
〇グローバル化が進むことによる国際教育と、地域について深く多面的に学ぶ地域教

育を実施してほしい。 
 
〇義務教育は、人間としての基礎づくり、価値観を持つための基礎・基本をつくる段

階である。どんなに社会が変化しようとも、義務教育は、人間の基礎として外しては

ならない。しっかり踏まえた教育内容でなければならない。そうしたものを積み重ね

た中で、いろいろなことを経験し、社会の変化に目を向けられるようになることが大

切である。 

 
〇今の子どもたちが抱えている課題として、学びはするけれど、それをいかせない、

行動に移せないという問題が学校教育を中心にあることが挙げられる。学んだことを

成長してから様々な場面でいかすような姿勢を身に付けてほしい。 
 
〇社会全体が教育機能を持ち、その中で効率よく人の基礎づくりをする教育期間とし

て、義務教育は位置付けられる。生産性が上がることで大人に余裕ができ、さらに社

会全体の教育機能が高まっていくことを前提に教育施策を進めていくべきである。 

 
〇学ぶのは自立するためであり、しっかりとした個を確立するために学校教育はある。 

 
〇確かな学力を大前提とされて、苦しんでいる子どもたちはたくさんいる。学力だけ

でなく、心も体もバランス良く育むという部分が、教師にとっても、子どもにとって

も、保護者にとっても、地域の人にとっても良いと思われる。 
 
〇今はあまりにもセルフコントロールの力が弱くなっている。昔は父親が怒って規範

意識や道徳観を育てていたが、今は優しさばかりで、十分に育てられていない。また、

きちんと学んで尊い一票を行使してこそ、素晴らしい民主主義はできるが、今は真剣

に考えず、他者に委ねてしまっている状況。そういう意味から、自立することが大切

となる。 
 
〇自立は最終的な到達地点であり、より良い自立のための学校教育、家庭教育、地域

教育と言える。 
 

〇「生きる力」は、学校教育の根幹にある部分で、この 20 年間大事なキーワードと

して使われてきた。 
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〇教育メディアの進化に応じて、教授・学習技法を革新する必要がある。 
 
〇知識の量（効率的詰め込み）から知識の質への転換を図ることが必要。特に、知識

を活用する力（幅広い思考、粘り強い試行錯誤、発想力）を育成する。また、ＡＩ依

存や過剰ともいえる生活便益の発達・普及の影響下、理論より直観に傾きがちな時代

特性に流されることなく、言語能力の根幹をなす論理的思考力の育成に注力すべき。 
 
〇グローバル時代をたくましく生き抜ける力を育成する。国際的感覚及び素養を養い、

各種外国語を取得、外国の歴史・文化に親しむ、外国人を許容し親和的に共存する態

度を培う。 
 
〇狭い専門化を排し、広く自然科学、人文科学、社会科学にも精通した哲学を持った

専門家を育成するべき。 
 
〇高度な情報化時代を主体的かつ自律的に処していけるよう、ＳＮＳ環境を正しく処

していける知識、技能と習慣、情報との接触、収集、活用、プレゼンテーションなど

の基本的な情報活動についての知識、技能を習得すること。 
 

〇同年代の中で考えを戦わせ、すり合わせをしながら、自分の認識を磨いていくこと

で、独善への没落を防ぎ、同じ環境下でも多様な思いや認識があることを知ること。 
 
〇独習では得られない、他者との心を通わせながら学び成長していけることの喜び、 
集団でやれること、力を合わせることが秘めている深い意味を体験させること。 
 

〇学力が二極化している学習状況への支援をする。 
 

〇理想に照らして現実を吟味し、より真実への接近を目指して、粘り強く変革・向上

していこうとする精神に裏打ちされた実行力を育むこと。 
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〇現在、先生たちは疲れ、先生になりたい人も減っている現状がある。教育のプロフ

ェッショナルとしての仕事以外の業務が増えており、それらに膨大な時間を取られて

いるようでは、伸びやかな子どもは育たない。先生たちが子どもにいきいきと関わる

ことで、いきいきとした子どもたちが育っていくような教育に改善する必要がある。 
 
〇学校は、子どもたちにとって楽しく、明るい場所であってほしい。そのためには、

先生たちがはつらつとしていることが必要。 
 
〇校長が明るいと先生たちも明るくなり、先生が明るいと子どもたちも明るくなる。

子どもは家では親の顔を見るが、学校では先生の顔を見る。先生が不安定だと子ども

は話を聞かなくなり、怒らないとどんどん騒ぎ出してしまう。安心して学ぶためには、

先生が与える子どもへの安心感がとても重要となる。 
 
〇技術が進んだからといって楽になることばかりではなく、かえって仕事が細かくな

り大変さが増しているところもある。教職員の働く環境問題も同様で、ある程度のと

ころで仕事を切っていったり、分業したりしていかなければならない。中学校には部

活があり、一所懸命な先生の業務の負担は増す一方、その指導を受ける子どもも大変

なところがある。 
 
〇人的支援の充実は大切だが、先生のサポート体制、支援体制全体の充実も必要。 
 
〇支援の頭数も大事だが、教員一人一人の指導力を高めることも欠かせない。 
 
〇草刈りや簡単な引率、プールの安全の見守り、クラブ活動の指導などは、先生でな

くても地域の年配者でもできるため、地域による支援を進めるべき。 

 
〇学校の先生を見ていると、人的支援の充実はまさに必要であるため、しっかりと進

めてもらいたい。 
 

〇学校に行くと、先生たちが本当に大変であることが分かるため、人的支援は必要。

基本方針２ 

子どもたちを育てる支援体制の充実 
教職員が子どもたちと向き合う時間の確保に取り組み、教職員が自信とゆとりを持

って子どもたちの指導に当たれるよう支援します。 
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配置はされていても、十分でないところもあり、人的支援は更に進めてほしい。 
 
〇先生が自由にはつらつと生きられないで、健やかに子どもを育成することはできな

いため、先生にもっと自由とゆとりを保障することが大切である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇人づくりを目指す中では、教育の場はすごく重要なもので、これから社会の不安定

さが増していく中で、安全と安心の確立はとても大事になる。 
 
〇今まで安心と安全に関わる取組は、一くくりで進められてきたが、いろいろな事業

を進める中では、安全が中心になっているものと、安全より安心の要素が強いものと

がある。より良い環境を作ることと、それがあった上で安心して学べる教育を推進す

ることは、切り分けた方がいい。 
 
〇安全に対する厚木市の取組は評価されている部分であり、更に推進する必要がある。 

 

〇安全は、青少年健全育成会など地域で事業を進めるに当たっても重要となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇現在、全国の公立中学校の生徒は 10％が不登校傾向にあるという数字があり、予

備軍も含めれば、もっと多くいることになる。楽しいはずの学校に行けない子がこん

なにもいるということは、大きな問題であり、厚木はそうならないように取り組んで

いく必要がある。 
 

基本方針３ 

安全な教育環境の整備 
地域をつくる人々と共に安全な環境づくりに取り組み、子どもたちが快適に学べる質

の高い学習環境をつくります。 

基本方針４ 

安心して共に学べる教育の推進 
人権や多様性の大切さを学ぶとともに、誰もが安心して自分の可能性や個性を伸ば

せる教育を推進します。 
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〇本来、いじめで学校に来られないなんて一人でもいてはならない。重い問題だが、

人が嫌がることをどうしてしてしまうのかについて、どう捉え、どう対処すべきか、

深く話し合うことが大切。 
 
〇学校に来ることができない子どもが公民館で学んだり、図書館をウィークデーにも

使いやすくしたりして、学べる環境を整えるべき。 
 
〇共生社会が成り立つためには、自分で人生を切り拓くと同時に、自分を尊重するの

と同じくらいに他の人達の気持ちや生活を大事にすることが必要であり、その思いの

中から安心感が生まれてくる。 
 
〇学校では、子どもたちを分かるようにしたい、できるようにしたいというところか

ら話が始まりがちだが、分かるようにするには、まず参加することが重要となる。安

心して居心地よく参加する場がある上に、「分かる、できる」があるため、子どもの

力を芽生えさせる場はとても大切。 
 
〇子どもでも大人でも、一人一人のポテンシャルが最大限発揮される社会や教育であ

ってほしい。自由かつ秩序が保たれ、伸びやかに安心して生きられる社会であると素

晴らしいが、法やルールの押し付けによるがんじがらめの安心ではあってはならない。 
 
〇学び直しも含めた教育機会の提供は広い意味での安心となるため、強く打ち出すべ

きで、そのことが厚木らしさにもつながる。 
 
〇全てのあってはならないような事件は、人権教育から発生しているようなものだと

考えられる。社会教育で扱う人権教育は差別と偏見からスタートしていたが、今切実

な社会問題として出てきているのはいじめと虐待である。それをなくすためには、教

育の中でしっかりと人権感覚を磨いていくことが欠かせない。 
 
〇地域的な違いもあるが、外国籍の児童・生徒が増えてきていることによる課題に対

応していく必要がある。 
 
〇いじめの問題は、大人から差別的な話を聞いて、子どもにも差別感が広がってしま

うところがある。不登校の理由はいじめだけとは言えず、その子のいる環境によるも

のが大きいと思われる。家庭では虐待の問題もあり、学校では障がいのある子やその

疑いのある子が一律に教育を受けられないという問題もある。課題は多いが、いずれ

も安心できる環境をつくることが大切となる。 
 
〇一人一人に光を当てる教育が大切になっており、それぞれの状況にカスタマイズし



17 
 

た教育を推進していくことで、より安心して学べる教育を保障することにつながる。 
 
〇ＬＧＢＴ、性的マイノリティのために学校に行くことができないという問題、県が

進めるインクルーシブ教育の厚木らしい取り入れ方、外国籍の児童・生徒の対応など

の問題に対して、施策の部分できちんと対応できれば、厚木市独特の取組ができる。

特にＬＧＢＴの問題は小・中学校ではあまり出ないが、高校ではどこでも出てくるた

め、事業の中に位置付けられるといい。 

 

〇人権や多様性は、学ぶだけでなく、大切にするということが大事なので、具体的な

事業につながるよう検討をしてもらいたい。いじめなどが起こってからどう対応する

かではなく、初めからそういうことがないように心を育む事業を進めてもらいたい。 
 
〇どの学校も直面している壁は、家庭教育との関わりである。今はスクールカウンセ

ラーがいるのは当たり前で、スクールソーシャルワーカーが求められている時代。ス

クールソーシャルワーカーが一緒に動かないと解決できない問題が家庭の中にたく

さんある。そうしたところの支援に重点化していくこともこれから必要だと思われる。 
 
〇既に行われているインクルーシブ教育やＰＴＡとの連携などによる自由な教育活

動が、地域住民参加の形で幅広くのびやかに展開されていく。そんな互助、共助、公

助が一体になって息づく社会にしていき、学校も地域社会も平和で楽しい、明るく活

気に富んだ「学び舎」にしていく。 
 
〇不登校児童・生徒と保護者への支援を強化する。 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
〇子どもたちと楽しく遊ぶだけでなく、学校ではできないようなこと、地域の特色や

人材をいかした体験教室などを実施していくことが重要。 
 
〇青少年の非行の問題では、時代によって子どもにも変化や傾向があり、子どもたち

を導いていくには、地域の大人による対応が必要。 
 

基本方針５ 

家庭・地域・学校の協働の推進 
家庭・地域・学校のつながりを深め、協働して地域の宝である子どもたちを育みま

す。 
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〇中学生は、公民館事業などの運営に参加することや、地元の多様な活動に関わるこ

とを通じて、地域の大人と協力することや地域のことなど、様々なことを学べる。 
 

〇厚木市は、子どもの支援は良くできているが、親への支援や地域社会への支援が弱

いと感じる。厚木は子育てに力を入れているまちと言っているため、親を育てたり地

域を活性化したりする具体的な事業に取り組むべき。 
 
〇厚木市はコミュニティ・スクールの全校導入や中学校の完全給食、数多い児童館、

乳児などの子育て環境の充実など、保護者にとっては、子育てしやすいまちと言える。

これからも、他市町村の良いところを取り入れながら、厚木らしさやたくさんの自慢

できることを進めてほしい。 
 
〇社会教育の講座などは本人が選択して受講するため、本当に学んでほしい人がなか

なか学ぶ場に来てくれないという課題がある。一方、義務教育は、基本的には誰もが

学校に行って、そこで自立した社会人になるための教育を受ける。その学校教育現場

で学びへの姿勢をしっかりと身に付けさせておかないと、社会人になってから自分を

学びの場に置くことはなかなかできない。だからこそ、学校や先生だけでなく、社会

や地域が協力して学校教育を充実させるための方策を進めるべき。 
 
〇学校には、地域や教育委員会からいろいろな要求やニーズが入り込んでくるだけで

なく、ＩＴやアクティブラーニング、グローバリズムなどが入ってきている中で、学

校に多くのことを期待することは難しくなっている。大事なのは、どういう学校づく

りを進めていくのか、どう地域と協働してコミュニティ・スクールを進めていくか、

学校教育と社会教育の壁をどうなくしていくか、既に整っている良い教育環境を活用

して様々なネットワークづくりを、どうしていくかという点である。学校教育をどう

助けてあげるか、社会教育や地域とどう手を握るのかについて考えることが重要。 
 
〇人間としての基礎の部分、価値観や人生に影響を与えるコアの部分で、幼児を含め

て子どもが一番影響を受けるのは両親、保護者になる。身に付けてもらいたい大事な

こと、人として押さえておきたいこと、外してはいけないことをきちんと教育するべ

きである。 
 
〇多様化する社会の中で「地域課題の解消」や「住民同士の学び合い」は、公民館活

動だけで達成できるものではないため、住民が集える場や児童館など、それぞれの施

設に見合った学び合いや学びの場の提供が大事になってくる。 
 
〇家庭教育の主体である親が、保護する子どもたちに対して、より良い教育をするた

めには学びが重要で、そこへの支援が特に大切になる。幼児虐待が起きてしまう背景
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には、親になる前に学ぶべきことが学べていない人がいるからだと感じる。ただし、

虐待をする親も、幼少期に自分の親から様々な虐待を受けていることも多く、悪い連

鎖が起きているところもある。親は子どもが人生で初めて出会う教育者であり、家庭

教育の中で親が果たすべき役割はとても大切。学校教育が学校だけでできなくなって

いるように、家庭教育も親だけではできなくなっている。公民館も地域ぐるみの家庭

教育支援の取組を進めているが、家庭との関わりを増やし、どれだけ親が安心できる

ようにしてあげられるかが大切になっている。 
 
〇家庭教育に対する支援は、既にいろいろなことが実施され、ＰＴＡも家庭教育学級

を開き、講師などを呼んで学ぶ機会をつくっている。ただし、いろいろな事情を抱え

ている家庭もあり、実行するのは言うほど簡単ではない。しかし、家庭教育への支援

は大きく打ち出しておかないと、誰もそこに向かっていかなくなってしまう恐れもあ

る。 
 
〇ＰＴＡの中には、一部では解散や分裂してしまうなどの状況もあるが、一方では素

晴らしい取組をしている事例もある。そうしたＰＴＡに通底しているのは、講義のよ

うな一方的な学びではなく、みんなで学んでいこう、みんなで考えを出していこう、

違いも理解していこう、という考えがあることである。そうした気持ちを分かち合え

る活動が大事だと思われる。 
 
〇家庭教育の支援と言っても、来てほしい人は来てくれないので、参加者が一人や二

人でもやり続けるしかない。参加してくれた人が他の人にメッセージを伝えてくれる

ことを期待するしかないので、その辺りのことも含んだ施策を展開してもらいたい。 
 
〇本当に伝えたい保護者の方へのメッセージは、簡単には伝わらず、むしろ、伝えた

い人にこそ伝わらないという現状がある。しかし、やめてしまえば一層伝わらないの

で、いつか伝わることを期待して続けるしかない。ストレートに伝えられないならば、

第三者を介して伝えていくことも必要となり、その役割は、スクールソーシャルワー

カーが担うべきところである。 
 
〇地域の教育力にはすごいものがある。例えば地域防災訓練に生徒が参加すると、生

徒たちは地域の方から様々なことを学んで学校に戻ってくる。地域で餅つきをすれば、

生徒たちは餅つきや日本の文化を学んでくる。地域の教育力は、学校ではできないも

のを十分に補える。家庭、地域、学校が子どもたちにどういう人間になってもらいた

いかを共有し、それぞれが、その目的に向かって取り組み、協働して子どもたちを育

むことが重要である。 
 
〇まずは家庭、地域、学校のふれあいがあり、それを核に、地域の宝である子どもを
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育てるために三者が協働していくことが重要となる。家庭の中にふれあいがふんだん

にない家庭、地域とのふれあいがない家庭から、学校に行きたくないなどの課題が出

てきてしまっているように感じる。 
 
〇家庭、地域、学校の三者が協働することで、地域の力を高める、子どもたちが地域

を愛することにつながるということも大事なことになる。 
 
〇学校種間（幼保・小、小・中、中・高、高・大）の連携を強化する。保育、義務教

育、高等教育のネットワーク化を進める。 
 
〇学校教育と社会教育の連携を強化する。 
 
〇広範な人材を活用する。 
 

〇子育て支援として、幼保小の連携を施策の中で位置付けていくことが大事。 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
〇子どもたちを育むためには、地域社会の教育力をいかすことが重要。現在も行われ

ているが、もっときめ細かく広げていき、特に定年退職後の元気で能力も高く、時間

もある方々が教育に参加できるシステムをつくれると良い。 
 
〇社会を創るということは、個々人が自治会や市のプロジェクトなどのメンバーとし

て、みんなで一緒になってやっていくということであり、そこに参加する力が大事に

なる。自分の感覚や都合だけで行動するのではなく、厚木のまちはみんなでつくると

いう意識が厚木らしさにつながる。 
 

〇青少年を育成する事業で子どもたちと関わる中で、子どもたちが主体的に取り組ん

でもらえるようなプログラムを組んでいこうとしているが、少子高齢化が進む中、現

場では育成者の世代交代が進まないという課題がある。また、育成事業に中学生に参

加してもらいたいが、部活が忙しくて参加できない子もいる。こうした社会教育活動

の課題への対処も考えていくべき。 

基本方針６ 

地域主体で取り組む社会教育の振興 
特色ある公民館活動や地域活動による住民同士の学び合いなどを通して、豊かな

地域づくりと担い手づくりを推進します。 
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〇子どもたちがふるさとを感じられる教育が必要。ふるさとを感じるために大事な時

期は小学校の時代であり、地域の伝統、文化、お祭り、お囃子などに主体的に触れる

ことで、ふるさとへの思いが生まれてくる。 
 
〇学校は公教育として一定の役割があるが、人は卒業しても、社会人になっても、定

年してもどう幸せに生きるかが大切。そうすることができる社会や地域を創っていく

必要がある。 
 
〇義務教育の中で主権者教育をすることはもちろん大事だが、義務教育を終えた成人

にも必要。どのようにそうした意識を高めていくのかという課題がある。 
 

〇社会教育を進めていく上で大事なことは、学ぶ場は一つではないこと、教えてもら

うばかりではなく、一緒に学び合うこと、学び合いを通じて地域の豊かさが増大する

こと。さらに、これらの活動を通じて、地域課題の解消や新しいことを生み出すこと

につなげていくことも重要になる。 

 

〇世代ごとの学びを地域とつなげることができれば、それが社会教育の幅や質を広げ

ることになる。 

 

〇今後増やしていくべきなのは、今の子どもたちに圧倒的に不足している原体験の機

会である。居心地のいいところで親が囲ってしまい、厳しさのない温室育ちでは、原

初的な強さは育たない。木工や金工、溶接、工作などが自由に体験でき、土曜、日曜

も利用できる「工作場」を設ける。職業人が作るような本格的なものを作ることがで

き、親子でも参加できるように社会に開かれていることが重要。指導と安全を図るた

めに常時その道に明るい複数のボランティアを臨機応変に配置する。子どもの時間を

学校教育だけで埋め尽くさず、社会教育の中でそうした機会や時間を増やしていくこ

とが大切である。 
 
〇公民館は地域の団体などが活動する拠点になっている。様々な団体が公民館や老人

憩いの家、児童館、自治会館などを使いながら、田植えや鮎のつかみ取り、そうめん

流し、竹細工など、いろいろな事業を子どもたち向けに実施している。これからも多

世代が交流できるような特色ある活動を展開していけると良い。 
 

〇社会教育の講座などは対象者が選択するものであるため、受けてもらいたい人がな

かなか来てくれないという現実がある。しかし、たとえ数人でも、その人たちに向け

た社会教育を推進していけば、徐々に裾野が広がり、学んだ人たちが学びの成果を届

けたい人に届けてくれることもあると思われる。地道な活動をＰＴＡや公民館が続け



22 
 

ていくことが家庭教育を支援していくことになる。 
 

 

〇視覚と聴覚に偏った情報環境の中で、子どもたちは実体験が驚くほど希薄な生育環

境を生きている。全身が関わる実体験の場をできる限りつくることが大切。 
 

〇相模川などの河川が大人の釣り場として独占されている現状を改め、子どもたちの

遊び場として開放すること。 
 

 
〇教育機会を持ちたかったのに持てなかった人の絶対数は少ないが、少なからずおり、

形式卒業の人も加えると、歳を取ってから学び直したいというニーズはたくさんある。

そんな時にいつでも学び直せる環境があることが大切。 
 
〇厚木は、充実した子育て環境や幼児教育のまちであるため、その延長で義務教育や

高校、大学とつなげていくことを考えるべき。さらに、60 代、70 代の人が学べる場

はなかなかないことから、子育てからつながっていくネットワークの中で 70 代にな

っても学べるようなまちを目指し、学び続ける力の大切さを打ち出していくことが大

切となる。 
 
〇これからは社会が激変するので、社会に出ても、学び続けること、学び直しは一生

しなければならない。学校教育の在り方を捉え直しながら、地域の教育力も一緒に考

えると、図書館については、教育の場としてもっと積極的な位置付けがされるべきで

ある。いつでも行けて本や映像などに親しみ、集まって討論し、いろいろなことを学

べる施設を目指してほしい。 
 
〇地域と学校を横断する形で自分のスタイルに合わせて生涯にわたり、学びたいとき

に学びたいことが学べるようにする。その中では、公民館や博物館、図書館、見学が

できる企業などを学びの場として、座学に特化せずに屋外も含めて学びの場としてい

くべきである。 
 
〇義務教育は大切であるが、今の学校教育は乗り越えなければならない問題があまり

に大きくなっている。なぜ、全国平均で１割の子が不登校傾向になってしまうのか。

厚木はコミュニティ・スクールのように地域や保護者の力を合わせて教育していこう

としていることは、すごく良いことだが、学校教育だけに重点化してしまうべきでは

ない。厚木はたくさんのメリットを持った都市であるため、それをいかして生涯学習

としても幅広く学べることを保障していくことが大切である。 

 

基本方針７ 

地域文化の振興と自主的な学びの支援 
ふるさと厚木の自然や歴史、文化に触れて郷土愛を育むとともに、生涯にわたって

学べる機会の充実を図ります。 



23 
 

〇読書活動は、学力の向上、豊かな心などにとても効果があると感じているので、積

極的に取り組んでほしい。 
 
〇市内の大学や企業による専門的な学びの支援の必要性があるため、大学・企業と連

携した取組を推進すべき。 
 
〇厚木市には図書館や博物館、プラネタリウム、七沢自然ふれあいセンターなど、文

化的な施設は多くあるため、それら全てを有効に活用することが大事。 

 
〇社会教育で最も重要なのは、「学び直したい」「知的好奇心を満たしたい」などの気

持ちに応えること。厚木の公民館活動は優れているが、これから先の 10 年を考える

と、学びの場を広げることや、企業・大学と連携することが重要になってくる。厚木

には大学がたくさんあるので、もし公民館と大学がリンクして事業したり、企業の大

きな研究施設で子どもも大人も一緒に勉強したりしたら、すごいことができる。 

 

〇人生 80 年と言われた時代から人生 100 年時代になろうとする中、高齢者の方の中

には何をしたいか具体的には分からない方もいる。その具体的なものを生涯学習の一

環で、ある程度提示することも大事なことである。生涯を通じていくつになっても知

りたいことを学べる機会、やりたいことをやれる機会の充実、環境の整備を行政とし

て進めていく必要がある。 
 
〇地域文化の振興は、これからの厚木にとって、とても大切になってくるポイント。

これだけ歴史のあるまちは近辺にはないので、厚木市の特徴として大きく打ち出せる

分野になる。 

 

〇問い、調べ、分析、仮説、試行、検証、認知レベルの深化、選択力など、一生楽し

みながら学び続ける態度・技法の習得を目指す。 
 
〇市立図書館、郷土資料館のほか、市内の各種施設を無料で自由に出入りして、興味

の赴くまま何度でも通って学べるようにする。さらに市が交渉して近隣の市町村、県

内、東京都のそれらも可能にすべく徐々に広げていく。 
 
〇市内の各種企業に協力を仰ぎ、随時あるいは所定日に見学や実体験の機会を持てる

ようにする。 
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〇ラグビーワールドカップの日本代表の姿などから、スポーツを通じて挑戦すること

の素晴らしさは、子どもも大人も共感できるものである。オリンピック・パラリンピ

ックに向けてスポーツ振興の熱が増してくるため、多くの人がスポーツに親しめる施

策を盛り込んでいくこと。 
 
〇2020 年は東京オリンピック・パラリンピックが開かれるため、スポーツ振興への

機運や、子どもから高齢者まで多くの人のスポーツへの関心が高まっていくことから、

これをきっかけに、更にスポーツ振興を推進していくこと。 
 
〇スポーツをすることで感じる楽しいなどといった気持ちは「目的としての価値」と

言われる一方で、スポーツを通じた人格形成、健康づくりなどは、「手段としての価

値」と言われている。実際は価値を考えながらスポーツをするわけではないが、楽し

い、面白いなどの「目的としての価値」からスポーツを始め、「手段としての価値」

につなげていくことが重要で、そのためにはスポーツができる環境が重要になってく

る。 
 
〇スポーツ・レクリエーション活動を推進する目的は、トップアスリートの育成や指

導者の養成などもあるが、特に重要なのは、広く市民にスポーツ活動に携わってもら

うこと。たくさんの人がスポーツに関わることで、より良い地域づくりにもつながる

ことになる。 
 
〇健康長寿を保証する心身の練磨と、真の健康は何かを体得する。健全なスポーツ文

化を日常化することを通して、親和的・協調的かつ相互扶助的な教育力のある地域コ

ミュニティを創出していくこと。 
 

基本方針８ 

スポーツ活動の推進 

いつまでもいきいきと運動できる環境を整備し、スポーツ・レクリエーション活動の充

実を通じて活力ある地域づくりを推進します。 


